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社会福祉法人都城市社会福祉協議会 平成２９年度第３回理事会 議事録 

 

招集通知年月日  平成２９年１０月１７日（火） 

開 催 日 時  平成２９年１１月１４日（火）１３時３０分～１４時２６分 

開 催 場 所  都城市総合社会福祉センター２階研修室 

出 席 し た 役 員  理事８名（理事定数６名以上１０名以内） 

杉元智子、米吉春美､ 坂元晃、杉田淳一郎、村吉昭一、島津久友 

西河邦博、朝倉脩二 

          監事３名（監事定数２名以上３名以内）  

髙野眞、柿木一範、坊野国治 

欠 席 し た 役 員  理事２名 

田村治義、立山静夫 

説明のため出席した職員  事務局１０名 

          中村健児、櫻田賢治、上野誠、黒原清美、下德吉弘、木下夕子、 

花岡克美、児玉誠、星村太一、宮川文映 

招集者出席の有無  会長 島津久友 出席 

議 事 の 結 果   

定刻に至り、事務局櫻田賢治が開会を宣言。まず、定款に基づき、会議の成立を確認。 

次に定款に基づき、朝倉脩二理事を議長に選任し、議長は、島津久友理事、髙野眞監事、

柿木一範監事、坊野国治監事を議事録署名人に指名して、直ちに議事に入った。 

審議の結果、次表のとおり、全会一致で議決された。 

 

報告第 ３号 職務執行状況について 承認 

報告第 ４号   専決処分した事件の報告について 

専決第２号 平成２９年度社会福祉法人都城市社会 

福祉協議会会計収入支出補正予算（第２号）について  

専決第３号 平成２９年度社会福祉法人都城市社会 

福祉協議会会計収入支出補正予算（第３号）について 

承認 

議案第１３号 平成２９年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会会計 

収入支出補正予算（第４号）について 

可決 

議案第１４号 

 

 

 

社会福祉法人都城市社会福祉協議会業務に係る契約締  

結について 

 都城市志和池福祉センター改修工事に伴う設計・工 

事監理業務委託契約について 

可決 

議案第１５号 

 

社会福祉法人都城市社会福祉協議会前田保育園の休止 

及び廃止について 

可決 

議案第１６号 

 

社会福祉法人都城市社会福祉協議会平成２９年度第２  

回評議員会の開催について 

可決 

 

終 了 時 刻  １４時２６分 

                                                                                   

 

議 事 の 経 過 

朝倉脩二一議長「議長を務めますのでよろしくお願いします。それでは、さっそく議事

に入ります。報告第３号職務執行状況について、説明をお願いいたします。」 
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事務局中村健児「職務執行状況については、定款第２１条第５項の規定により会長・常

務理事が行うとありますので、島津会長、西河常務理事にお願いします。」 

島津会長「社会福祉法第４５条の１６第３項及び定款第２１条第５項の規定に基づき、

会長の職務執行状況について報告いたします。」（以下、資料に基づいて説明） 

西河常務「社会福祉法第４５条の１６第３項及び定款第２１条第５項の規定に基づき、 

常務理事（業務執行理事）の職務執行状況について報告いたします。」（以下、資料に基

づいて説明） 

議長「質問はございませんか。」 

杉元智子理事「都城市社会福祉福祉協議会イメージキャラクター幸子の具体的な活動や、

出演の依頼はありますか。」 

事務局中村健児「９月２６日にマスコミ等へのお披露目会を実施し、１０月２日の赤い

羽根共同募金出発式、１０月１９日の都城市社会福祉功労者表彰式等で市民のみなさまに

披露しています。いろんな行事等に対して柔軟に対応する職員体制をこれから順次整備し

ていき、地域でのイベントにも対応していきたいと考えています。」 

杉元智子理事「はい。わかりました。」 

杉元智子理事「職員採用試験の一次試験合格者数と最終的な採用予定数を教えて下さ

い。」 

事務局中村健児「一次試験合格者は９名。採用予定数は３名です。」 

杉元智子理事「はい。わかりました。」 

議長「他に質問はございませんか。報告事項ということで、ご承認いただきたいと思い

ます。」 

 

朝倉脩二議長「続きまして、報告第４号専決処分した事件の報告について、事務局より 

説明をお願いいたします。」 

事務局中村健児「２件専決処分した事件があります。定款第２８条第１項第１号の規定

に基づき、理事会に報告するものです。」（以下、資料に基づいて説明） 

議長「質問はございませんか。」 

杉元智子理事「質問ではありませんが、１０ページのサービス区分ごとの内訳の支出の

説明の表示について、現在、一括で表記がされています。それぞれの科目ごとに説明を表

記したほうがわかりやすいと思います。」 

事務局中村健児「今後そのように表記いたします。」 

議長「他に質問はございませんか。報告事項ということで、ご承認いただきたいと思い

ます。」 

 

議長「続きまして、議案第１３号平成２９年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会事業

会計収入支出補正予算（第４号）について審議をいたします。事務局より説明をお願いい

たします。」 

事務局中村健児「議案第１３号平成２９年度社会福祉法人都城市社会福祉協議会事業会

計収入支出補正予算（第４号）について、定款細則第１５条第１項第１号の規定に基づき、

理事会の議決を求めるものです。」 

議長「質問はございませんか。」 

全員、“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして、議案第１３号は原案のとおり議決することに

決定をいたしました。」 

 

議長「続きまして、議案第１４号社会福祉法人都城市社会福祉協議会業務に係る契約締
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結について審議をいたします。事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局中村健児「議案第１４号社会福祉法人都城市社会福祉協議会業務に係る契約締結

について、定款細則第１５条第１項第１１号の規定に基づき、理事会の議決を求めるもの

です。」(以下、資料に基づいて説明) 

議長「説明ありがとうございました。質問はございませんか。」 

髙野眞監事「予定価格と落札価格に１００万円位の差があります。当初の見込みはどう

いうイメージで考えていたのですか。」 

事務局中村健児「本会には予定価格を設定できる専門の職員がいません。おおむたこど

も園を新築した際には、総工事費の１割を設計・工事監理料と見ていました。志和池福祉

センターに関しては、大規模な改修として改修予算５０００万円を組み、それを基準に１

０％以内で設計・工事監理委託料を出したところです。改修は新築と違い、計算が難しく、

設計事務所によっても考え方の違いがあります。一番高い入札金額では９００万円という

数字が出ていますが、内訳までは把握していません。人件費の設定の仕方は、スタッフが

関わる期間等をどう設定するかで、違ってくるのかなと思っております。」 

髙野眞監事「はい。わかりました。」 

杉元智子理事「団一級建築設計事務所は、当初もっと高い金額を提示していたのではな

いでしょうか。」 

事務局中村健児「決定価格よりも６５，０００円高い金額を提示していました。」 

杉元智子理事「はい。わかりました。」 

坂元晃理事「どのように予定価格を積算したのですか。」 

事務局中村健児「別の業者に工事金額を依頼し、５，０００万円という見積もり金額を

いただきました。そこから設計・工事監理委託費を１０％と設定しました。」 

坂元晃理事「はい。わかりました。」 

柿木一範監事「本体工事の入札はいつ頃ですか。」 

事務局中村健児「建設業者の入札は新年度に入ってからになると思います。」 

柿木一範監事「はい。わかりました。」 

杉田淳一郎理事「入札を２回行い、不落だった。ということは、結果として落札と記載

されていますが、実際は、最低価格を提示した業者との随意契約になるのではないでしょ

うか。」 

杉元智子理事「私もそう思います。」 

事務局中村健児「ご指摘のとおりで、随意契約という表記が正しいです。」 

髙野眞監事「都城市社会福祉協議会が抱えている建物は古くなっています。志和池福祉

センターも平成４年に完成していますが、老朽化しています。予定価格は安い方が良いと

思います。建物の災害や利用者がいることを考慮すると、安価な工事ではなく、しっかり

した工事をしてもらわないと。安心安全な取り組みをお願いしたいと思います。」 

事務局中村健児「新築の場合は、価格競争論理は適当ではないかもしれません。今回は

基本的な構造は変えずに、内部の改修のみですのでご理解頂きたいと思います。」 

髙野眞監事「はい。わかりました。」 

議長「他に質問はございませんか。」 

全員、“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして、議案第１４号は原案のとおり議決することに

決定をいたしました。」 

 

議長「続きまして、議案第１５号社会福祉法人都城市社会福祉協議会前田保育園の休止

及び廃止について審議をいたします。事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局中村健児「都城市社会福祉協議会前田保育園の休止及び廃止について、定款細則
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第１５条第１項第１１号の規定に基づき、理事会の議決を求めるものです。」(以下、資料

に基づいて説明) 

議長「質問はございませんか。」 

髙野眞監事「おおむたこども園へ転園して７月末からの子ども達の変化はどうですか。

子ども達はストレスをためていないでしょうか。そして、お父さんやお母さんは心配して

いないでしょうか。状況がわかれば、教えていただきたいと思います。」 

保育課長黒原清美「このような経緯をたどったのは２つ考えられます。一つは、前任の

園長が、それぞれの保護者宅を、丁寧に訪問して廻ったことです。二つ目は、園児のほと

んどはおおむたこども園に転園しましたが、職員もおおむたこども園に移ったことで、園

児も私たちが想定していたよりも早く、環境に慣れました。保護者からも安心のお言葉を

いただきました。運動会の際には、地域のこども達をよく観察して頂いていた主任児童委

員や民生委員児童委員さんからも安心できましたのお言葉をいただきました。」 

髙野眞監事「はい。わかりました。」 

村吉昭一理事「私も笛水保育園の廃止や今回の前田保育園に関わっててきました。笛水

保育園の時と同様、前田保育園も心配しました。当初は、前任の園長や公民館長等は、学

校や保育園を中心に歴史と文化は栄えるのだ、という考えがあり、残してほしいという考

えもありました。しかし、子ども達の将来を考えると、近隣住民も保護者も子どもは大勢

のところで切磋琢磨して成長して欲しいという考えになり、関係者にも理解していただけ

ました。担当課長は良く対応されたと思います。安堵しました。」 

議長「ほかに質問はございませんか。」 

全員、“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして、議案第１５号は原案のとおり議決することに

決定をいたしました。」 

 

議 長「続きまして、議案第１６号平成２９年度第２回評議員会の開催について審議い

たします。事務局より説明をお願いいたします。」 

事務局中村健児「議案第１６号平成２９年度第２回評議員会の開催について定款第１４

号及び定款細則第５条第１項の規定に基づき、理事会の議決を求めるものです。」(以下、

資料に基づいて説明) 

議長「質問はございませんか。」 

全員、“異議なし”の声あり、 

議長「異議なしと認めます。従いまして、議案第１６号は原案のとおり議決することに

決定をいたしました。」 

 

                                            

 

以上の議決を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び監事は議事録に記名押

印する。 

 

平成２９年１１月１４日 

 

 

           会長                   印  

 

 

           監事                   印  
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           監事                   印  

 

 

監事                   印  

 

 


